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食料・農業・農村政策審議会家畜衛生部会
第１７１回牛豚等疾病小委員会

議 事 次 第 ： ニ

日時：平成２２年４月２８日（水）１１：ＯＯ～１２：３０
場所１農林水産省共用第１６会議室

１ 開会

２１あいさつ

３ 議 題 ‾
（１）宮崎県における口蹄疫の発生について
（２）今後の対応について
（ ３ ） そ の 他 ’ ．

４ 閉 会
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食料・農業・農村ｉｌ３ｄｌｉレ審議会家畜衛生部会
第１１回牛豚等疾病小委員会配布資料一覧

資 料 １ - １ 宮 崎 県 １ こ お ける ロ 蹄 疫 発 生 に 関 す る 経 緯 等 に つ い
て ト づ

１ - ２ 防 疫 対 応 の 流 れ ∧ ‾ ニ
１ - ３ 発 生 及 び 疑 い 事 例 農 場 の 位 置 関 係

づ １ - ４ 疫 学 関 連 デ ー タ Ｊ
、 １ - ５ 近 年 の 各 国 で の ロ 蹄 疫 発 生 事 例 に お け る 防 疫 対

ペ レ 応 … … ‥ ∧

資料２今後の防疫対応についてぃ（案）

資料３口蹄疫疫学調査チームについて、、
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，牛豚等疾病小委員会委員
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宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜比効ずる経緯等（１例目）にづいて

農 場 の 概 要 。 ゅ ” っ の 。 ● Ｉ - ¶ Ｉ ・
場 所 ： 宮 崎 県 児 漸 郡 都 農 町 ‾
飼 養 状 況 ： 肉 用 繁 殖 繁 殖 母 牛 ９ 頭 、 ゛ 育 成 ３ 頭 、 仔 牛 ４ 頭

２ ‘ 経 緯 ｌ
４ 月 ９ 日

１６．日

’ １ ７ 日 昼

１ ９ 日 午 前

胆Ｅ三ヱレ～

飼養牛の１頭（①）のロ腔内にぴらんを確認し家畜保健衛生所（以下
「家保」）へ通報。家保による立入検査。同居牛に異常がないため経過
。 を 観 察 。 ・ ＿ ＼ ＜ ＼
同居牛の１頭（②）に発熱、食欲なし、口腔内にびらんを確認ご
別 の １ 頭 （ ③ ） に 流 誕 を 確 認 ぺ 発 熱 な し ） 。 一 ＿ ノ
家保による立入検査。上詑のほか、③の舌にびらんを確認。
家保において、ブルーダング、牛パラインフルエンザ、牛ウイルス性
下痢、牛伝染性鼻気管炎、イバラキ病のＰＣＲを実施し、いずれも陰性。
動 物 衛 生 課 に 連 絡 。 ｌ ＿

１９日午後家保が当該農場に立入り検査。新たに同居牛１頭 く④）で臨床症状を
認
病
病
血

｝姫ｒ
トトトトｋ

Ｉ 。 ロ 蹄 疫 の 病 性 鑑 定 の た め 、 検 体 を 採 取 。 フ

変部（ぴらん部）ぬぐい液３検体（臨床症状牛②やー④）
変 部 （ 痴 皮 ） 。 ‾ 検 体 （ 臨 床 症 状 牛 ③ ）
液 採 取 ・ １ ６ 検 体 （ 全 頭 ） ご

３ １ 対 応 状 況 。 ＿ ・ ． Ｉ ∧ ヽ ご
（ １ ） 農 場 の 検 査 ∧ ’ ・ 。 ・ ・ ・ ・ 。 ・ ・

初 発 牛 ① ： ９ 日 か ら 発 阪 食 欲 な し 、 流 温 。 口 睦 内 に び ら ん 確 認 。 水 抱 な し 。 １ ７’ ＜ 日 に は 治 癒 。 ＿ ご ‘

。同居牛②：１６日に発熱、‘食欲低下。ロ腔内にぴらん確認。水泡・ｔｉｌし。’ 同 居牛③：１６日に流温、ｉ７日に発熱、食欲なし。口腔内にぴらん確認

（ ’ ２ ） ・ 病 性 鑑 定 ・ （ 動 物 衛 生 研 究 所 に お い て 実 施 予 定 ） ‾
ト１９日２４：００：動物衛生研究所に検体到着。ヽ

２０日早朝

’ Ｐ Ｃ Ｒ （ 実 施 予 定 ： ４ ～ ５ 時 間 ） ’ １

〔 抗 体 Ｅ Ｌ ｌ ｓ Ａ （ 実 施 予 定 ： ４ ８ 時 間 ） ＜，ウイルス分離（実施予一定：７日間）・
ＰＣＲの結果判明。３検体・（②～④）中３検体で陽性を確認。

（ ３ ） 現 地 の 対 応 １ （ 宮 崎 県 ） ・ ・ ・ ． ・ ・ ’ Ｔ ．
・ 当 該 農 場 ： 移 動 自 粛 、 消 毒 槽 設 置 、 異 常 確 認 時 の 通 報 ．

＜ 荷状況＞

＜ ・ 周 辺 農 場 ＞

半径１０ｋｒｎ以内牛５０４戸、１０、０７７頭、豚１０８戸、１３０、０３３頭、水牛１戸、４２頭
半径１０～２０ｋｍ。牛６０５戸、１６。回三頭、豚卯戸、５２、６２２頭■ ■ ？

Ｉ ° ｉ 。 ‘ ● ミ 。 ’ ● ‘ ● ｀

１



ＩＢｉｔＢ

●
●

１

・
。
４
こ
こ
ー
こ
。
ふ
。
、
。
．
ｊ
、
。
。

・
゛
Ｉ
｀
‘へ

’｀
’や

ヽ
ｌ
’・

Ｓ
-
４
-
-
～
‾
’～

゛
’｀

’
１
・

-
ゝ

-
。

ｙ几

ｙ八

ｉ
-

・
-

・／
゛
．

Ｓ
̈
●

●
″

Ｊｉ　ｊ１１

］ｙイ

：しト

～Ｔｊ

ニ７１．ｊ

；゙ｊ

Ｔ
Ｗ
～
９
ｉ
．
″
｀
４
１

ｌ
ｊ
-・

‘
１
’
ｊ

ａｘ

哺
／
ａ
ｉ

水４
ｔ
．
・
¶

㈹ｊｆｌごｊｊ

飯泉一ー--
、

Ｓ

’
ｒ
ａ

Ｓ
９

～● タダＪＪｊｊ…………ｌゾ：ｊｙで｛
｀

４Ｔ１゙
こ

４
ｒ
へ
．
嗜？

！
●
Ｉ

几６
Ｊ

・，１

富ｙサ１

４
⌒

’
り
ご
一
‾

ｉ
Ｓ
’

’・り１

ｉ→

Ｉに；：

）７’`

ｔ

’
・
ｉ
９
‾
‾

ｉ
ｉ

４』「‰Ｆ

・
ｗ
・
；
-

●
ノ
ゝ

ｑ
。

-
、

外
、
４
で
ヅ
Ｊ
’

ｊ
’
″
。
・
，＆・

ゝ

-

ｒ
｀

７
’

４
７

【
・

ｓ
Ｊ
４

ｙ
／
し
-
ｊ

・

１

４●｀

ぐ」｜



ＣＡ）

杉

林

牛舎の見取り図

’育：１、子：２

自宅

子１？１成育………フズＴ’↑タフタｊ
子牛・育成牛舎 警 毒 ｍ

茶 畑

放牧場（約１町歩）

成 牛 ’ 舎

ｇ‘



宮崎県におけるロ蹄疫疑似患畜ば２例目）に対する経緯等について

１農場の概要、ニゆ“１、わ４な。ちよう
場 所 ｉ 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 １
飼養状況：ホルスタイン種搾乳牛ぺ２６頭、乳牛育成牛：７頭、乳牛子牛：４頭、
（計６５頭）和牛繁殖：３頭、和牛育成：５頭、和牛子牛：４頭、和牛肥育２頭、

Ｆ Ｉ 肥 育 ： １ ４ 頭 ２

２

３ 対 応 状 況
（１）農場の

（２）病性鑑定（動物衛生研究所において実施予定）し‾
２０日２３：００＼動物衛生研究所に検体到着。１

＿ ∧ Ｐ Ｃ Ｒ （ 実 施 予 定 ： ４ ～ ５ 時 間 ）
抗 体 Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ （ 実 施 予 定 ： ４ ８ 時 間 ） ≒

〔ウイルス分離（実施予定レフ日間）
。２１日早朝ＰＣＲの結果判明。６検体（①～⑥）中６検体で陽性を確認φ

（３） 現 地 の 対 応 （ 宮 崎 県 ） く ～
当該農場：移動自粛、消毒槽設置、異常確認時の通報。

＜出荷状況＞
調 査 中 １ 、

＜ 新 た に 増 え る 周 辺 農 場 ＞ ∧ ＼ ニ
半径１０～２０ｋｍ以内牛約７０戸、豚数戸（頭数については確認中）

４

ぐ

ぐ
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宮崎県１こおけるロ蹄疫疑似患畜；崔聴箆踊目）に対する経緯等について

１農場の概要 ≒こゅ ” かゎ４なａちよｌ｀
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町 、 一 一
飼養状況：肥育和牛：８ａ頭（うち預託牛２１頭）、ＦＩ肥育牛：３５頭
（計１１８頭）

２ 経 緯

３ 対 応 状 況
（１）農場の検査

（２）病性鑑定（動物衛生研究所において実施予定）
２１日１４：４５動物衛生研究所に検体到着。

し Ｐ Ｃ Ｒ （ 実 施 予 定 ： ４ ～ ５ 時 間 ） 、
ト ＿ 抗 体 Ｅ Ｌ で 【 Ｓ Ａ （ 実 施 予 定 ： ４ ８ 時 間 ）

〔ウイルス分離（実施予定：７日間）
２１日ＰＣＲの結果判明。３頭中すべてで陽性を確認。

（ ３ ） 現 地 の 対 応 （ 宮 崎 県 ） Ｉ Ｉ
当該農場万：移動自粛、消毒槽設置、異常確認時の通報。

＜ 出 荷 状 況 ＞ コ

ぺｆ
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１

宮崎県における口蹄疫疑似患畜（第４例目）１

農 場 の 概 要 ．Ｓｔ゛ＳＩ｀゛ノｌｓＳ４３゛；；こゆかわみなみちよう
場 所 ： 宮 崎 県 児 湯 郡 川 南 町

こ対する経緯等について

飼養状況：和牛繁殖：３５頭、．和牛育成：６、和牛子牛：２４（計６５頭）

３
（１
対応状茄
）農場の検査

（２）採材一発症牛３頭一：病変部スワブ、血清。
∧ノ・無症状同居牛：血清

（ ３ ） 現 地 の 対 応 （ 宮 崎 県 ） し
ヽ当該農場：移動自粛、消毒槽設置、異常確認時の通報。

４ 病 性 鑑 定
ダ４月２１日２２：３０動衛研搬入
４月２２日１７：３０‘ＰＣＲ要請（２／３頭）

一 週 間 程 度 ウ イ ル ス 分 離 実 施 中

，５発生後防疫対応
４月２．５日１５：２０殺処分終了。

１７：３０牛投入終了
４ 月 ２ ６ 日 汚 染 物 品 埋 却 ， 農 場 消 毒 実 施 中

１３
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１

宮崎県におけるロ蹄疫疑い事例（５イ？！Ｊ目）に対する経緯等について

農場の概要
（１）所有者：
（２）住所：
（３）飼養状況：

２ 経 緯

３異常家畜

４ 病 性 鑑 定
（１）検体

・血清
・病変部

（２）、搬入
（３）判定

- ゆ か ゎ Ｆ み う 二
宮 崎 県 宮 崎 ！ ｜ 睦 ｌ ｊ ｉ 郡 川 鄙 ： ｉ Ｔ ㎜ ‥ ‥
肉繁・肥育（和牛親４４、和牛育成１、和牛子２４、肥育６計７５）

８頭８検体（有症状牛３、無症状同居牛２、流産牛１）
３ 頭 ３ 検 体 し ＋
４ 月 ２ ２ 日 ２ ２ ： ３ ０ 夜 犬 ． ヽ
４ 月 ２ ３ 日 １ ５ ： ３ ０ ｊ ｌ

５関連情報・調査事項

６ 発 生 後 対 応
４月２５日１５：２０’

１７：３０
４月２６日予定

殺処分終了∧
埋 却 終 了 △ サ
汚染物品処理、消毒予定

１７
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１

宮崎県における口蹄疫疑い事例（６僕ｉ目）１こ対する経緯等についで

（４）

５ 関 連 情 報 ・ 調 査 事 項 ダ
（ １ ） 中 国 産 飼 料 使 用 な し 、 ～ し
ヶ（２）平成２１年５月、オーストラリアから５頭輸入。家保が着地検査実施

～ （ ３ ） １ 例 目 農 場 か ら ６ ０ ０ ｍ 。 ト ＿

４月２３日１５：３０ＰＣＲ陽性（１／３頭）

異 常 家 畜
， 病 性 鑑 定 ＿
（ １ ） 検 体 ・

・血清
・病変部

（ｊ２）搬入
（３）判定

５頭５検体（無症状牛５）
３頭３検体（３月３１日採材の鼻腔スワブ）
４ 月 ２ ２ 日 夜 ＿
４月２３日）１５：３０

４月５日

４月１４日

４月２１日

４月２２日

４月２２日

獣医師から聴取り「ほとんどの牛が解熱したが一部の牛の乳房に痴皮。アレ
ルギーを疑っている」
家保立入。子牛にも流誕、発熱。回復した成牛もいるがト乳質低下（脂肪分
現 象 ） 、 被 毛 粗 剛 も 見 ら れ る 。 、 ＼
１例目農場３．５ｋｍ圏内であることから、家保が立入調査。全頭回復し、症状が
見られないが、３月３１日の聴取り内容と一部異なる内容があり、＼口蹄疫を疑
う 症 状 が あ っ た 可 能 性 が 認 め ら れ た 。 ニ ぃ ● Ｉ
家保が立入調査。５頭の血液を採取。臨床的に異常なし。
以上の４犬・１兄ｙから、３月３１日に採材した鼻腔スワプとあわせ動物衛生研究所に
病 性 鑑 定 依 頼 を 決 定 。 △ ＿ ∧
夜 動 物 衛 生 研 究 所 搬 入 予 定 レ づ
１ ５ ： ３ ０ Ｐ Ｃ Ｒ 陽 性 （ １ ／ ３ 頭 ） ‥

３月３１日獣医師からの届出で家保が立入調査。搾乳牛、雄牛に症状が拡大。一部食欲Ｉ Ｉ １
廃絶、泌乳停止。一部に下痢。この際、口蹄疫を疑う・症状は認めず、畜主、
獣医師からの報告もなかったので、３頭の血液、鼻腔スワブ、糞便を採取し、
ウイルス・細菌・寄生虫検査を実施。

搾乳牛２頭に、発熱、乳量低下が見られたので獣医師が診療。レ数日間に、同
一の症状を呈す牛が増加。流誕、口内炎、乳房皮膚の剥離が見られる牛もい
た。

水牛４２頭 豚２頭

㎜
宮 崎 県 宮 崎 県 兆 湯 郡 都 農 町 ㎜

農場の概要
（１）所有者：
（２）住所：
（３）飼養状説：

２ 経 緯
３月２６日

３
４

（５）‘周辺に野生動物（シカ、イノシシ）出現、観光客の接近多い。
６ 発 生 後 対 応
４月２５日１７：５０
４月２６日予定

殺処分、
消 毒

’ｉ．．・

汚 染 物 品 埋 却 終 了

２１
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１

宮崎県における口蹄疫疑い事例（７例目）に対する経緯等について

農場の概要
（１）所有者：
（２）住所：

ｍ 。
ぅ 宮 崎 県 宮 崎 県 児 湯 郡 川 甫 鳶 ｜ ㎜

（３）飼養状逝ミ肉用肥育（肥育５８４、子牛１４１計７２５）ｉ ・ ・ １
２ 経 緯 ＼ ト ト
４ 月 ８ 日 頃 道 １ １ １ ㈲ 牛 舎 （ ３ 棟 中 ） に 食 祓 不 振 ＼ 二 ご
４ 月 ２ ３ 日 夕 流 誕 、 口 腔 内 潰 瘍 ・ び ら ん が ４ ～ ５ 頭 ソ
４月２４日朝家保から農場に立入り検査事前連絡
／ （ ２ 例 目 と 飼 料 運 搬 車 を 介 し た 疫 学 関 連 農 場 だ っ た た め ）

担 当 獣 医 師 が 電 話 を か わ り 、 異 常 牛 の 通 報 ト １
、１‾）ｏ立入り調査。３棟とも流温散見。鼻腔・鼻鏡の潰瘍・ぴらんが４～５頭。・ Ｉ ゝ

言轟異常なし。５頭について病変部スワブ及び血清を採材。
１３：００

４月２５日０９：００

３ 異 常 家 畜

立入り終了。
ＰＣＲ陽性（４／５頭）。疑似患畜決定。
全 頭 抗 体 陽 性 ニ グ

４ 病 性 鑑 定 ＿
∧（１）検体．血清・病変部ズワブ各５検体（５頭分），＊全て発症牛
べ ２ ） 搬 入 ４ 月 ２ ４ 日 夜 ト ‥
（３）判定４月２５日０９：００

５関連情報・調査事項

２３

（２）担当獣医師は児湯の系列農場全て（児湯１～１３農場）を担当

６ 発 生 後
４月２５日

４月２６日

応
｜’２：００プレスリリース

埋却場所試掘
評価 ’殺処分開始△．，
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１

宮崎則

農場の概要

こおけるロ蹄疫疑い事例心（８例目）の経緯等について

（ １ ） 所 有 者 ： ㎜ 。
（ ２ ） 住 所 タ 宮 崎 県 宮 崎 県 児 湯 郡 川 ４ ４ Ｔ 釘 ㎜
（３）飼養状況：肉用肥育（肥育８６７頭、子牛１５２頭計１、０１９頭）

２∧経緯

３ 病 性 鑑 定

２ ７ 日 、 動 物 衛 生 研 究 所 に 検 伴 を 搬 入 ． ． 一

（１）検体、発症牛５頭（内訳：血清５頭、病変部スヴブ４頭、舌のぴらん組織１頭分）

（２）判定４月２８白（）（ｉ：００ご５検体中５検体でＰＣＲ陽性 ’ し ・・・

４農場の概要（飼養背景・疫学的情報）

（１）７例目と同二系列の農場

２７
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１
（
（

宮崎県におけるロ蹄疫疑い事例（９例目）に対する経緯等について

農 場 の 概 要 ▽ ト
１ ） 所 有 者 ｙ ㎜
に ヰ ； - ｊ ㎜ -
（３）飼養状況：第１農場

第２農場

２ 経 緯

肥育２４４頭
肥育３３頭

（発生農場）
（皿０ｍ西側）

３ 病 性 鑑 定 ノ ニ
２ ブ 日 、 動 物 衛 生 研 究 所 に 検 体 搬 入 。 ＼ １ ∧ ‾

（１）検体：臨床症状（流温）を示した牛９頭（ロ腔内スウブ９頭分、血清７頭分）
（２）結果：４月２８日６：００ＰＣＲ陽性（９頭中、２頭プール４検体陽性、１頭１検体陰性）

４検体採取時の措置事項
開業獣医師への巡回自粛。

５関連情報・調査事項

（ ３ ） 野 生 生 物 ’
・ ア ナ グ マ 、 ネ ズ ミ 、 カ ラ ス 、 ハ ト 。

３０
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１

宮崎県における口蹄疫疑い事例ＣＩ（）例目）の経緯等について

農場の概要
（ＴＩ）所有者：宮崎畜産試験場ｙ川南支場
（２）住∧所：宮崎県児湯郡川南町大字川南２１９８６
（３）飼養状況：豚４８６頭（ほか、鶏）

２ 経 緯

３ 病 性 鑑 定 ・
２７日、動物衛生研究所に検体を搬入。

（１）検体：鼻腔スワブ５頭分、血液１０頭分、
（２）結果：４月２８日０６：００５検体中５検体でＰｑＲ陽性、

４農場の概況（飼養背景・疫学的情報、試験場獣医師より聞取り）

・４月２２日、開放畜舎から育成豚（繁殖候補）を現在の畜舎へ移動６

・４月の出荷状況（９回、廃用５８頭。直近は４月１６日に１頭。

３３



「

カラスが飼斜目当てに集まる。

・農場周囲にトピ、カラスが多い。

３４



第１０例目口蹄疫疑似患畜症例（児湯郡川南町、豚）
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防疫対応の流れ

移動制限
（原則１０ｋｍ）

搬出制限
（原則；？Ｏｋｍ）

清浄性
確認検査

解 除

圏
に
川
』

２１日間

解除
７日間 １４日間以内

-
・
・
・
Ｉ
Ｉ

ｌ全農場（半径！ｋ皇位内）及び疫学関連ｌ
ｌ農場（１～；２ｏｋｍ）の立入調査（↑戸当ぶ

・ 囚 １ ０ 頭 の 抗 体 検 査 等 ）
制限区域内全農場の聞き取り調査

- こ ’ ゛
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近年の各ｙ一万］での口蹄疫発生事例におけ；ｒ７：７方疫対応

発生状況 防 疫 対 応 づ 備考

英国

発生：２００１年２月～９月
タイプ：○型づ
発生数：２，０２６件（豚・牛・羊）

殺処分：発生農場の殺処分、リスクが高い疫学関連農場の殺処分（殺処分頭数４０３万
頭うち牛６０万頭、羊３３０万頭、豚１４万頭、山羊２千頭）
ソーン設定：プロテクションソーン３ｋｍ（移動制限）、サーベイランスソ一ン１０ｋｍ（発生
当初は、上記に加え、発生と同時にグレートブリテン全土がコントロールエリアとして設
定され、家畜の移動禁止）
ワクチン接種：なし
処分方法：農場で殺処分後、埋却、焼却、レンダリング．

２００２年１月
ワクチン非接種清浄国ステータス復帰

発生：２００７年８月～９月
タイプ：○型
発生数：８件（牛・羊）

殺処分；発生農場の殺処分ごリスクが高い疫学関連農場の殺処分（殺処分頭数２１６０頭
うち牛：９８２頭、豚ｎ２８頭、羊４３頭、山羊７頭）
ソーン設定．：プロテクションソーン３ｋｍ、サーベイランスソーンＩＯｋｍ、後に２０ｋｍ（移’
動制限）-
ワ ク チ ン 接 種 ： な し ッ
処分方法：農場で殺処分後、焼却

２ ０ ０ ８ 年 ２ 月 い
ワクチン非接種清浄国ステータス復帰

台湾

発生：１９９７年３月～１９９９年４月
タイプ；○型
発生数：１９９７年は不明６１９９８年１
月～１９９９年４月（最終発生）まで１２
件（豚）

殺処分：発生農場の殺処分（１９９７年７月末までに６１４７農場の豚３８５万頭を淘汰）
ソーン設定：プロテクションソーン３ｋｍ、サーペイランスソーン６ｋｍ（移動制限）
ワクチン接種：１９９７年５月から、すべての偶蹄類家畜への接種開始
処分方法：電殺・薬殺、埋却、焼却、レンダリング

１ ９ ９ ７ 年 ３ 月 ｀
ワクチン非接種清浄国ステータス取消
（２００３年５月、接種清浄国ステータスに復
帰）

発生：２００９年２月～２０１０年２月（継．
続中）
タイプ：○型・
発生数：９件（豚）

殺処分：発症豚等の淘汰（豚９８３頭を淘汰）
ソ ー ン 設 定 ： サ ー ベ イ ラ ン ス ソ ー ン ３ ｋ ｍ （ も し く は ｌ ｋ ｍ ） １
ワクチン接種：発生農場周辺の農場に対して緊急ワクチン接種ダ
処分方法：不明

２００９年２月
ワクチン接種清浄国ステータス取消

韓国

発生：２０００年３月～２０００年４月
タイプ：○型
発生数：１５件（牛）

殺処分：発生農場の殺処分（殺処分頭数：牛１、９８９頭、豚７４頭、山羊樋４頭、しか９頭）
ゾーン設定：ブロテクションソーン１０ｋｍ、サーベイランスソーン２０ｋｍ（移動制限）
ワクチン接種：緊急ワクチン接種実施
処分方法：埋却処理、射殺・薬殺

２ ０ ０ １ 年 ８ 月 犬 ｀
ワクチン非接種清浄国ステータス復帰，

発生：２００２年５月～２００２年６月
タイプ：Ｏ型
発生数：１６件（豚・牛）

殺処分：発生農場と近隣農場・（殺処分頭数：牛１，３７２頭、豚１５８，‘７（〕８頭、山羊４２頭、しか
３３頭）
ソーン設定：プロテクションソ一ン３❻、サーベイランスソーンｌｏｋｍ（移動制限）
ワクチン接種：なし
処分方法：埋却処理、射殺・薬殺

２００２年１１月
ワクチン非接種清浄国ステータス復帰

路
尊
」

１
（ＪＩ

発生：２０１０年１月～２０１０年３月
タイプ：Ａ型
発生数；７件（牛・しか）

発生：２０１０年４月（継続中）
タイプ：○型
発生数：８件（牛・山羊・豚）

殺処分：発生農場と疫学関連農場ｉ周辺５ｏｏロ１農場（ｏ型事例では、周辺３ｋｍ農場まで
拡大）．
（Ａ型事例における殺処分頭数：牛２，９０５頭、豚２，５９３頭、山羊４６頭、しか５２頭）
（ｏ型事例５側目までの殺処分頭数：牛７，４７３頭、豚２２，０ｏ３頭、山羊ｌｑ８頭、しか８５頭）
ゾーン設定：リスクソーン３ｋｍ、サーペイランスソーン１０ｋｍ（移動制限）
ワクチン接種：なし
処分方法：埋却処理、射殺・薬殺

２０１０年１月
ウクチン非接種清浄国ステータス取消，

， ・
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． ． ‾ ＿ 回 ／ 平 成 ２ ２ 年 ４ 月 ２ ８ 日
‾ 今 後 の 防 疫 対 応 に つ い で （ 牛 豚 等 疾 病 小 委 員 会 Ｉ ’ ） っ

１ 口 蹄 疫 の 発 生 に 伴 い 、 感 染 農 場 の 摘 発 と 感 染 動 物 の 殺 処 分 に
よる本病の清浄化を進めているところ．
・ 移 動 制 限 区 域 外 で の 発 生 （ １ 例 ） ニ ▽ ‾ ‥ ‥ ‥ ‥
・ ｊ 我 が 国 ’ １ ？ 初 と な る 豚 で の 発 生 （ １ 例 ） ’ ニ
が 確 認 き れ た も の の 、 発 生 農 場 の ほ と ん ど は そ れ ぞ れ 概 ね 半 径
ｌ ｋ ｍ 程 度 の 範 囲 に 限 ら れ て い る と こ ろ ． ＋

２ ＿ 一 方 、 こ れ ら の 発 生 例 に つ い て は い 尚 ‾
・ 移 動 制 限 区 域 外 で の 発 生 は 、 疫 学 関 漣 農 場 と し て 確 認 を 進
め た 結 果 発 見 さ れ た も の で あ る こ と ‥ ＼
・＿豚での発生は、現時点では疫学的関連は不明であるものの、
感 染 拡 大 に つ な が る 豚 の 出 荷 は 認 め ら れ て お ら ず √ ま た 、 直‥ ち に 自 衛 殺 が 行 わ れ て い る こ と 、 ‥ ダ

などから、直ちに現在の対策の有効性を否定する・ものとは考え
に ぐ い ． ▽ ご ． づ ヘ レ

３ こ の た め 、 ノ ＼ ＼ ’ 。Ｉ ÷ ■ Ｓ ‘
． ＼ 今 回 発 生 が 確 認 さ れ た 大 規 模 系 列 農 場 に つ いて は 、 九 州 地
一方のすべて（：り関連農場を法に基づく鋼離下におきづつ、立入∧

～ 検 査 に よ る 清 浄 確 認 を 進 め 、 、 ・ ｌ
コ・、肩

調 査 に よ る 感 染 経 路 の 究 的 を 早 急 に 進 め る し
ごことＩこより、今後の１１１１浄化の推進に万全を期すこととする６く

４ ‘ た だ し 、 づ く ＼ １ ． ∧ ‾ ＿、 １ ・ ｊ
） 疫 学 的 関 連 が 不 明 な 遠 隔 地 で め 続 発
ご ・ ∧ 豚 で の 更 な る 感 染 の 拡 大 ’ ユ ∧
が 認 め ら れ た 場 合 は √ ． ・ ・ ・ ☆ ∇ グ ご 、
・ ／ 移 動 制 限 ・ 搬 出 制 限 地 域 の 拡 大 ｌ （ ～ ５ ０ ｋ ｍ ） ＞ づ
等 の 新 た な 防 疫 対 策 の 適 用 を 検 討 す る こ と と す る ． ‾＝ ■ - ■・ ●

５９
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１ 平成２２
農 林

年４
水

月２７
産

匪 函
ヽ ・ ノ

日
省

白 蹄 疫 疫 学 調 査 チ ー ム の 現 地 調 査 及 び 第 １ 回 検 討 会 の 開 催
に つ い て ＼ ， ∧ ‥ ．

○口蹄疫疫学調査チームの現地調査、現地調査に先立った事前打ち合わせ及び第１一
回検討会を、４月２９日（木曜日）に宮崎県下において開催します。
○また、現地調査に先立った事前打ち合わせ及び検討会は非公開ですが、冒頭カメ
ラ撮影は可能です。現地調査の同行取材は、本病のま西延を引き起こすおそれもあ
る こ と か ら 、 厳 に 慎 む よ う 御 協 力 を お 願 い し ま す 。 く ＿

宮崎県下で発生した口蹄疫の感染経路等を調査するため、口蹄疫疫学調査チームによる
現地調査を行うとともに、宮崎県における口蹄疫の発生状況や疫学調査の進め方につい
て 検 討 会 を 開 催 し ま す 。 ‾ ＼ 。

（！）日時ヽ・．
平成２２年４月２９日（木曜日） １０時００分～現地調査に先立った事前打ち合わせ

１ ５ 時 ３ ０ 分 」 検 討 会 し 、 、 じ

（ ２ ） 場 所 ▽
宮崎農政事務所大会議室（宮崎県宮鳴市老松２丁目３番１７号）

（１）宮崎県におけるに１蹄疫の発生状況について
（２）口蹄疫の疫学調査の進め方について
（ ３ ） そ の 他 ‘ ダ ∧ △

・現地調査に先立った事前打ち合わせ及び検討会は非公開ですが、冒頭カメラ撮影は可
能 で す 。 ・ ≒
・当日の９時４５分から宮崎農政事務所大会議室において報道関係者の皆様に当日のス
ケジュール等について担当から御説明することととＩしています。取材に当たってば、そ
の場の指示に沿って行っていだだくようお願いいたします。 ‘１＿

。 ・ 、 、 （ １ Λ ２ ）

・ 農 林 水 産 省
６１



・現地調査の同行取材及び宮崎県が実施して
まん延を引き起こすおそれもあることかちン

い
’
厳
・

る防疫作業現場周辺での取材は、本病の
に慎むよう御協力をお願いします。

・お問い合わせは、九州農政局消夏・安全部安全管理課までお願いいたします。

＜添付資料＞
・委員名簿

μ

お 問 い 合 わ せ 先 レ

九州農政局消費・安全部安全管理課
担当者：牧尾、｀小樋（こひ）∧
代表：（珀６-３ｆ５３-３５６１（内線４５３０）
ダイヤルイン‘：０５ｊ６-３ミ５２１-７６００
農林水産省消費・安全局動物衛生課
担当者：伏見、嬌崎
代表：０３-；３１５０２一８１１１．（内線三皿）
ダイヤルイン：〔〕；３-３５（）？-冊皿

当資料のホゞムページ掲載ＵＲＬ
ｈ彗三フ１毒尚ｌｎａｆｆ．１１０．ｊｐ／ｊ／ｐｒｅ卵／

農 林 水 産 省
６２

（１２．／２）
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口．蹄疫ｆこ関する疫学調査チーム委員名簿

″
臣

い
博

し石
″
明 （国）東京大学大学院農学生命科学研究科教授

黒 木 ／ 昭 浩 ・ 宮 崎 県 延 岡 家 畜 保 健 １ 斬 生 所 衛 生 課 主 幹

１ ． ｄ ゝ-
す え よ し ま す Ｉ お ｒ ● ． - １ ●
末 ＼ 吉 益 雄 （ 国 ） 宮 崎 大 学 農 学 部 獣 医 学 科 准 教 授

つ
津

だともゆき
田 知 幸 （ 独 ） 農 業 ・ 食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 へ

動物衛生研究所企画管理部長

つついとしゆき１’
筒 井 俊 之 （ 独 ） 農 業 ・ 食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構

動 物 衛 生 研 究 所 疫 学 研 究 チ ー ム 長 ≒

も り た ・ て つ お ・ ， ． ． １ １ ． ・ ． ・
森 田 哲 夫 （ 国 ） 宮 崎 大 学 農 学 部 畜 産 草 地 科 学 科 准 教 授． ● ｌ ， - ゛

６３

（敬称略、．五十音順）


